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理念

1.私達は　医療、介護、福祉を通じ地域に貢献する。
2.私達は　多くの方々に愛される施設をめざす。
3.私達は　調和のとれた、豊かな人間性の育成に
              つとめ、誇りと責任を持ち、日々研鑽
　　　　　を重ねる。

新型コロナウイルスによる感染症が世界を
席巻し、日本でも、第一波、第二波、第三波、第
四波と留まる気配を見せていません。
そうした中、何としても感染の広がりを防
ぎたいというのが医療従事者の悲願です。そ
こで今回は、鶴見緑地病院の岩坂 壽二 名誉
院長と外来担当の藪 真悠子 師長のお二人
にコロナ禍予防の取り組みについて語り合
っていただきました。

岩坂名誉院長　人類が今まで一番苦しんだ感染
症はペストです。ヨーロッパの人口の三分の一に
あたる3千万人が亡くなっています。感染症の恐
ろしさを身に染みて感じさせられたのです。現在
日本にはペストはありません。しかし世界中から
ペストが消えたということはなく、2017年には
マダカスカル島で流行しています。ペストはどこ
かで生きていることを知らなくてはいけません。
同じように、コロナウイルスもどこかで生きてい
る状態で終息宣言するということになります。
第1のスローガンは”移らないから移さない”です。
藪師長　最初は、新型コロナウイルスがどのよう
なものなのか、治療法はあるのか、薬はあるのか、
自分たちに感染しないのかといった不安でいっ
ぱいでした。ですが、関西医科大学総合医療セン
ター救急医学科の中森教授に研修をしていただき、
その実態を知ることによって安心することがで
きました。現在、当病院として、コロナウイルスの
感染者を出さないための防御体制をしっかり構
築しています。
岩坂　当院は高齢者の患者さまが多く、感染す
ると重症化する恐れがあります。ですからコロナ
ウイルスの侵入を絶対に阻止する必要があります。
その点、理事長や病院長の英断でいろんな対策
が遅滞なく取られている。これは、患者さまは安
心して利用いただけ、職員も安心して業務にあた
れるということで大変ありがたいことです。

藪　具体的な対策としては、コロナウイルスの感
染疑いがあると判断した場合は、正面玄関から入
らないで、別の場所に案内します。そこでは、スト
レッチャーを利用している人は「イージードーム」
の中に入っていただき、防護服を着た看護師が点
滴や採血といった処置をします。また歩ける方は
隣の「隔離ボックス」に入っていただき、看護師が
隣の部屋から防御シールドを隔てて対応するよ
うになります。この「隔離ボックス」は病院長の発
案、手造りになるもので、被験者に接触すること
なく対応できます。さらに、必要に応じてコロナ
の抗原検査やCT検査も実施します。もしCT検査
が必要であれば、他の外来患者さまと接触しない
ルートで誘導します。このようにすることで、患
者さまも看護師も安心できます。
岩坂　清水会のグループでは、散発することはあ
りましたが全施設クラスターが発生していない
ことは誇らしいことではあります。
ただ私が痛感するのは、現場で医療や介護に従
事してくれている人は危険と隣りあわせの環境
の中で奮闘しているということです。同時に、高
齢者の方々にとっても、外出がままならないこと
など、日ごろの楽しみを奪われていることは耐え
がたいことではないでしょうか。私たちは、そう
いった人たちの悩みや苦しみに対して深い理解
と愛情をもっていなければならないと思います。
藪　コロナ感染防止対策として、もう一点お話さ
せていただきたいのは、病院内の環境整備に万全
を期していることです。院内の全箇所を、人の触
れるところはくまなく、一日4回ていねいに

岩坂　ワクチン接種が回ってくるまでにはもう
少し時間がかかると思います。このワクチン効果
について申し上げれば、ワクチンを打ったからコ
ロナウイルスが口から入らないというのではあ
りません。ワクチンを打ったからマスクをしなく
てよいということでもありません。コロナウイル
スとのせめぎあいです。ウイルスも生き残りたい
から、少しでもスキがあれば入り込んできます。
一人一人が感染防止対策を怠りなく講ずること
を絶対にゆるがせにしてはなりません。
これからは変異株との戦いになります。どこまで
抑止できるか、ひと時も気を緩めることはできま
せん。こうした状況の中で開催が予定されている、
東京五輪、パラリンピックについても予断を許さ
ない状況にあるといわなければなりません。私た
ち市民も心一つにして見事開催にこぎつけ、人類
がペスト以来の感染症をどう乗り越えたか、とい
う実証を示すことに開催の意味があると思います。

消毒しています。あわせて職員もチェックリスト
を活用し自らの健康を管理するようにしています。
感染しない、感染させない、ウイルスに入り込ま
せないことを念頭において実行しています。
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さらに、医師が患者さまと向き合える時間を増や
すことで、医療の質の向上ができることを目指し
ています。患者さまが、このAI問診の操作に慣れ
ないうちはご不便をおかけすると思いますが、職
員がサポートいたしますのでご協力の程をお願
い申し上げます。

入職式には、社会福祉法人清水福祉会の水
野智志理事長と医療法人清水会の水野郁子
理事長がビデオメッセージで、入職お祝い
の言葉を贈りました。そのうち、水野智志理
事長は、冒頭、例年入職式は一堂に会して行
ってきたが、コロナウイルス終息への挑戦が
続いており、新入職者の皆さんには、このよ
うな形での開催が貴重な実体験となると前
置きしたうえで、イソップ寓話の「ウサギと
カメ」の物語を通して、「日本では教育的逸話

として知られますが、国によって解釈は異な
ります。皆さんはこれから多様性の社会で生
きていくことになりますが、伸びよう、学ぼ
うという心があるかぎりどのような状況も
成長の糧にしていくことができます」と励
ましの言葉を贈りました。一方、水野郁子理
事長は「皆さんは、チーム一丸となって施設
を支えていくことになりますが、大事なこと
は一人一人が自らの特性を発揮していくこ
とを忘れないことです」と訴えました。

これまで初診の患者さまは、まず受付で問診用
紙を受け取り、問診票に記入した上で看護師や
医師が問診を行っていました。しかし、AI問診は、
質問に患者さま本人が十数問を回答するだけで
必要な問診が行えます。

〔従来の問診の場合〕
①記入するのが面倒
②書くのに時間がかかる
③せっかく書いても同じ内容を先生に話してい
るなどの患者さまの煩わしさがありました。

〔AI問診の場合〕
①書かなくて大丈夫
②伝えたい症状が選択できる 
③質問に回答するだけで簡単
などの患者さまのメリットが多くあります。
当院では、この導入で医師のカルテ入力作業が軽
減され、患者さまの待ち時間の短縮ができること。
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　Q. 加齢に伴い身体の予備能力が低下し、健康
障害を起こしやすくなった状態をフレイルとい
いますが、これを防ぐためには何が必要でしょ
うか。
　Ａ.　コロナの感染を防ぐために、外出を控えて家にいる時
間が増える状況下では、運動不足になって筋肉量が減少する
という状態になり、筋肉の性能も落ちていきます。
これをサルコペニアと言います。言葉を変えて言えば、要介
護の前段階ということです。ですから、運動して筋肉を鍛え
ることが大事です。
清水会グループで取り組んでいる運動についていえば、軽度
の筋トレではなく、本格的な筋トレを心がけています。こう
した筋トレに加えてウォーキングなどの有酸素運動にも力
を入れています。もう一面大事なのは栄養バランスの取れた
食生活の摂取です。当グループでは、食事と運動をマッチン
グさせて健康寿命を延ばそうと、某食品会社と共同で、良質
のたんぱく質を摂る研究を進めています。健康で長生き。
皆さんもそのための努力をしっかり重ねてください。
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2016年　埼玉医科大学医学部　卒業
2016年　埼玉医科大学総合医療センター
2018年　関西医科大学 内科学第一講座　入局　             
　　　　　関西医科大学附属病院　勤務
2020年　医療法人毅峰会 青樹会病院　勤務
2021年　鶴見緑地病院に赴任
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これは、リハビリテーションの一環として企画さ
れたもので、記憶を呼び覚ましながら、質問に答
えていくもの。文字通り良い頭の運動になるもの
です。企画の中心になって推進している通所リハ
ビリセンターの副主任 村田和子さんは「当施設は、
レクリエーションの場ではなく、リハビリを行う
場所として、“明日を見据えて”一人一人の利用者
さまが持っている身体能力をできる限り生かす
ことを考え、生活訓練の場として運営しています。

『頭の運動会』もそのコンセプトのもとに利用者
さまの要望を取り入れながら、半年ぐらいかけて
準備して取り組んできました。」と語っていました。
参加した利用者さまの一人の男性は「わかってい
るんやけど思い出せそうで、思い出せへん。よい
頭の運動ですわ」と明るい表情で語っていました。
また女性の利用者さまからは「家に一人でくすぶ
っているよりみんなでワイワイやっていると若
返る気分です」という声も聞かれました。

そら豆の天ぷら
春の疲れにはそら豆が効く！
マメ科であるそら豆には、植物性たんぱく質が豊富に
含まれており、優秀な食材です。ビタミンB1、B2、Cな
どが含まれているので疲労回復、風邪の予防、貧血予防、
美肌効果も期待できます。そら豆の薄皮に含まれる食
物繊維はコレステロールの上昇を抑え、血栓を溶かす
作用のあるレシチンも含まれているので、動脈硬化の
予防にも役立つでしょう。
そら豆の栄養素は水に溶けやすいため、焼く・蒸すな
どの調理法がいいでしょう。もしくは、スープにして
溶け出した栄養素ごと食べてしまうのもおすすめです。
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2017年　神戸大学医学部　卒業
2017年　兵庫県立淡路医療センター
2019年　関西医科大学 リハビリテーション医学講座　入局 
              関西医科大学附属病院　勤務
2020年   京都田辺記念病院　勤務
2021年　鶴見緑地病院に赴任 感染予防対策を実施した上で行っています。
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